
三
日頃、北の縄文道民会議の皆様には大変お世話にな

っており、心から感謝申し上げます。
「茂呂さん、あなだの演奏するジャンベ太鼓の音色

は縄文の音がする。あなたが縄文太鼓を創案し世界に
広めなさい」札幌大学名誉教授（詩人）原子修先生の
一言で縄文太鼓は生まれました。

表現を愛し、争いを避
ける哲学を持ち、平和を
大切にしながら、自然と
共に 1万年以上継続し
た縄文文化。「世界は人
間なしに始まったし、人
間なしに終わるだろう」
という一言は、文化人類
学者レヴィ＝ストロ ー

スの言葉で、 世界中の
人閃が 深く共感し大切
にしている言葉です。1

万年も 争わないで生きてきた自分たちの先祖である
縄文人のD NAが私たちに入っている、なんだかそれ
だけでも未来に希望が持てるんじゃないかなと思っ
ています。

私は縄文太鼓の活動を通じて、本当にたくさんの素
睛らしい出会いに恵まれてきましだ。

今回、 世界的なトランペッター日野皓正さんとご一

緒に縄文文化の循環思想をテー マにしたC D を制作
させていただけることになりました。6月10日の日
刊スポー ツ紙の記事にもなりましたが、 「縄文文化を
音楽で世界に発信したい」という熱意を日野さんに共
感いただき、 「茂呂さんはすごい人。楽しいし、湧き
上がってくる情熱がすごい。彼のリズムが大好きだし
一緒にやりたいと思った」 とのありがたいお言葉をい
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縄文太鼓が結ぶ素敵なご縁ジャンベ・縄文太鼓演奏家茂呂剛伸さん
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•今年 7 月、「北海道・北東北の縄文遺跡群」は世界文化遺産に登録されてから 2周年を迎えます。今号は
2周年にちなんだ情報を掲載しました。ご協力をいただいた皆さまにお礼申し上げます。

5 月、新型コロナウィルス感染症の行動制限が解除され、「平時」に戻った北海道は今、国内外の観光客
が急増中です。道内の構成遺産ではガイダンス施設、アクセス道路などの整備が急ピッチで進められ、利
便性の向上がはかられています。

文字を持たず、1万年もの間、豊かな精神性・芸術性を紡いだ縄文の人々。今年の夏はガイドブック片手
に ‘縄文旅、に出かけてみませんか。(T • H) (U • A) (Y • T) 

だだきました。縄文太鼓については「僕の弟はドラマ
ーだし、父はタップダンスをやっていた。ジャズのリ
ズムは、 その昔の奴隷制があった時代までさかのぽる。
どんな太鼓も同じで、それよりも、たた＜人の人間性
が出る、深くクリエ ーティブなものなんだ」とのこと。
太鼓というものの奥深さに改めて気持ちが引き締ま
りました。

2023年11月7日には札幌コンサー トホ ールキタ
ラ小ホ ールで、日野さん、そしてピアニスト作曲家
の福田墨さん、さらに現在映画『BLUE GIANT』主
人公の演奏を担当したサックス奏者・馬場智章さん
もゲストインいただき、 CD発売記念コンサー トの開
催が決定しました。詳細は7月頃発表予定ですが、是
非、 ご期待いただけ
れば嬉しいです。

最後になりました
が、 これからも、北の
縄文文化の魅力を皆
様と世界に発信した
いと思います。

編集•発行：世界文化遺産登録の縄文遺跡群と全北海道の縄文遺跡群の活用を推進する道民会議
編集長谷紘道編集委員梅田彩加、依田妙恵

TEL : 011-221-1122 FAX : 011-221-0117 http://www.jomon-do.org/ E-man ebisutani@chuo-bus.co.jp 

＇

 

北の縄文
HOKKAIDO JOMONCLUB NEWSLETTER 

1 巻頭あいさつ 1 
北の縄文道民会議

副代表 安田 光春

北海道経済同友会 代表幹事
株式会社北洋銀行取締役頭取

2023 SUMMER Vo l. 2 8 
......................................................................................... 

/ CONTENTS 

！ ■Pl 巻頭あいさつ
i ■P2-3 「北の縄文世界と国宝」の見どころ 他 i
l ■P4-5 北の縄文文化回廊を巡って（第3回） ！ 
l ■P6 道民会議からのお知らせ ； 
j ■P7 縄文世界遺産推進室からのお知らせ l 
.... ■P8 会員情報、 編集後記............................................................................................ 

［ 北海道経済同友会では、委員会活動の中で自由闊達な議論を通じ、様々な提言を行っています。 i 
［ この4月には、当会の北海道地域活性化委員会において報告書「北海道の未来を拓くヒトづくり～食・観光の i 
］針路を踏まえて～」を完成いたしました。
［ 本報告書の中で、北海道の「食・観光」におけるヒトづくりの方向性の一つとして「地域や仕事への理解を深
l め、地域に愛着と誇りを持った人材を育てる」を掲げています。
： まさに 「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界文化遺産登録は、国内はもとより世界に北海道をアピ ー ルできる
］絶好の機会となり、この絶好の機会をいかんなく発揮するためには、上記に掲げた方向性「人材を育てる」が鍵
i となります。
i 一人一人が「縄文遺跡群自体がその地域独自の魅力として高い価値を有し、付加価値を生み出していること」
］ を知り、各地域にある小学校 ・ 中学校・高校における学びを通じて、若い世代が縄文遺跡群の意義を自ら考える
］ ことが、地域への理解を深め、地域に愛着と誇りを持った人材を育てることになると考えます。
l この5月には新型 コ ロナ感染症が5類感染症に移行し、 コ ロナ禍前の日常に戻りつつあり、インバウンドを中
［心に多くの観光客が北海道に訪れ、地域交流が活発化しています。
l 私どもの経済同友会では年に一度「東北 ・ 北海道ブロック会議」を開催し、昨年 10 月には仙台市で会議が開
；催され、今年は北東北の縄文遺跡群がある岩手県での開催を予定しています。
] 「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界文化遺産登録により、「東北・北海道ブロック会議」の重要性が一層増し
l ており、本会議を通じて北海道と東北の会員同士の交流を深めてまいります。また「札仙広福四極円卓会議」を
l 札幌、仙台、広島、福岡の経済同友会が持ち回りで開催し、昨年9月には当会が主催で札幌市において開催しま
l した。会議後のエクスカーションでは、白老の「アイヌ民族共生象徴空間（ウポポイ）」を視察し、各同友会の幹
1部の方々に北海道のアイヌ文化に触れていただくことができました。
l 今年の9月には北海道でアドベンチャー ・ トラベル ・ ワ ー ルドサミット(ATWS)が開催されます。
［ このATWSにおける北海道のポテンシャルは、 世界文化遺産に登録された縄文遺跡群やアイヌ文化といった
］ 「北海道独自の文化」、 世界自然遺産の知床をはじめとした「美しく雄大な自然」や「豊かな食」、サイクリング
］やカヌ ー、スキ ーといった「多様なアクテイビティ」を楽しむ環境が整っており、四季を通じて楽しめるAT コ ］ 
； ンテンツが豊富にそろっていることです。この機会に、北海道独自の文化の一つである縄文遺跡群に触れ、北海 i 
［道の魅力を十分に堪能していただきたいと考えております。
； 北海道経済同友会としても、身近にある世界遺産や北海道の魅力を積極的に発信し、道内はもとより、道外、
［国外の多くの方々にお越しいただくよう、全力で取り組んで参ります。
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